
報告第１２号

令和 ８ 年 ６ 月 ４ 日　報告

守谷市長　 松 　丸 　修 　久

  地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

他会計
負担金

国庫補助金 過年度分
損益勘定
留保資金

当年度分
消費税資
本的収支
調 整 額

１ １ 円 円 円 円 円 円 円 円 円

資本
的支
出

建設
改良
費

汚水管工
事設計委
託

109,362,000 1,595,000 63,778,000 0 24,530,000 35,680,000 3,568,000 43,989,000

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

施工監理
委託

7,568,000 0 7,568,000 0 3,784,000 3,440,000 344,000 0

0

0 関連する
工事が繰
越しとな
ったため

工法検討
に時間を
要したた
め

令和７年度守谷市公共下水道事業会計予算の繰越しについて

　令和７年度守谷市公共下水道事業会計予算の繰越しについて、地方公営企業法第２６条第３項の規定により、下記のとおり
報告します。

令和７年度守谷市公共下水道事業会計予算繰越計算書

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

左の財源内訳

不用額

翌年度
繰越額
に係る
繰越し
を要す
るたな
卸資産
の購入
限度額

説  明
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  地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

他会計
負担金

国庫補助金 過年度分
損益勘定
留保資金

当年度分
消費税資
本的収支
調 整 額

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

左の財源内訳

不用額

翌年度
繰越額
に係る
繰越し
を要す
るたな
卸資産
の購入
限度額

説  明

１ １ 円 円 円 円 円 円 円 円 円

資本
的支
出

建設
改良
費

改築更新
実施設計
委託

79,540,000 15,554,000 59,787,000 0 5,470,000 49,380,000 4,937,000 4,199,000

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

新守谷駅
周辺土地
区画整理
事業（負
担金）

140,167,000 0 101,802,000 55,582,000 46,220,000 0 0 38,365,000

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

汚水管渠
整備工事
（管布設
）

242,090,000 78,514,700 140,245,000 11,675,000 0 116,882,000 11,688,000 23,330,300

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

汚水管渠
整備工事
（管布設
替）

33,729,000 0 10,663,000 0 0 9,694,000 969,000 23,066,000 0

0

関連する
工事との
調整に時
間を要し
たため

0

0 関連部署
との調整
に時間を
要したた
め

工法検討
に時間を
要したた
め

関連部署
との調整
に時間を
要したた
め
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  地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

他会計
負担金

国庫補助金 過年度分
損益勘定
留保資金

当年度分
消費税資
本的収支
調 整 額

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

左の財源内訳

不用額

翌年度
繰越額
に係る
繰越し
を要す
るたな
卸資産
の購入
限度額

説  明

１ １
円 円 円 円 円 円 円 円 円

資本
的支
出

建設
改良
費

汚水管渠
整備工事
（汚水桝
設置）

37,840,000 31,251,550 4,070,000 0 0 3,700,000 370,000 2,518,450

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

汚水人孔
鉄蓋更新
工事

47,564,000 38,714,800 4,000,000 0 1,340,000 2,419,000 241,000 4,849,200 0

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

雨水人孔
鉄蓋更新
工事

24,695,000 20,971,100 1,000,000 1,000,000 0 0 0 2,723,900

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

総合公園
建設事業
（マンホ
ールポン
プ設置工
事）

51,076,000 0 51,065,000 5,106,000 6,760,000 35,636,000 3,563,000 11,000 0

関連する
工事との
調整に時
間を要し
たため

関連する
工事との
調整に時
間を要し
たため

0

適正な工
期を確保
するため

適正な工
期を確保
するため

0
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  地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

他会計
負担金

国庫補助金 過年度分
損益勘定
留保資金

当年度分
消費税資
本的収支
調 整 額

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

左の財源内訳

不用額

翌年度
繰越額
に係る
繰越し
を要す
るたな
卸資産
の購入
限度額

説  明

１ １ 円 円 円 円 円 円 円 円 円

資本
的支
出

建設
改良
費

浄化セン
ター改築
更新工事
（空調設
備）

9,613,000 0 7,150,000 0 3,251,000 3,545,000 354,000 2,463,000

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

汚水人孔
鉄蓋工事
用資材費

10,957,000 8,675,290 2,281,000 0 0 2,074,000 207,000 710 0

１ １
資本
的支
出

建設
改良
費

雨水人孔
鉄蓋工事
用資材費

4,928,000 3,012,200 277,000 277,000 0 0 0 1,638,800 関連する
工事が繰
越しとな
ったため

0

適正な工
期を確保
するため

0

関連する
工事が繰
越しとな
ったため
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  地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

左の財源
内　　訳

下水道事業
収　　　益

１ １
円 円 円 円 円 円

下水道事業
費用

営業費用 上下水道施設情報
管理システムデー
タ更新業務（汚水
管渠）

9,812,000 0 9,812,000 9,812,000 0

１ １
下水道事業
費用

営業費用 上下水道施設情報
管理システムデー
タ更新業務（雨水
管渠）

550,000 0 550,000 550,000 0

１ １
下水道事業
費用

営業費用 汚水管渠点検委託 23,205,000 8,184,000 13,750,000 13,750,000 1,271,000

資産情報の精査
に不測の日数を
要したため

0

適正な工期を確
保するため

0

不用額

翌年度繰
越額に係
る繰越し
を要する
たな卸資
産の購入
限度額

説  明

資産情報の精査
に不測の日数を
要したため

0

翌 年 度
繰 越 額

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額
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  地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

左の財源
内　　訳

下水道事業
収　　　益

不用額

翌年度繰
越額に係
る繰越し
を要する
たな卸資
産の購入
限度額

説  明
翌 年 度
繰 越 額

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額

１ １
円 円 円 円 円 円

下水道事業
費用

営業費用 汚水管渠材料費 3,573,000 2,398,098 566,000 566,000 608,902

１ １
下水道事業
費用

営業費用 雨水管渠材料費 2,283,000 937,790 49,000 49,000 1,296,210

１ １
下水道事業
費用

営業費用 上下水道施設情報
管理システムデー
タ更新業務（汚水
設備）

4,020,000 736,450 1,430,000 1,430,000 1,853,550

適正な工期を確
保するため

0

資産情報の精査
に不測の日数を
要したため

0

適正な工期を確
保するため

0
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  地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

左の財源
内　　訳

下水道事業
収　　　益

不用額

翌年度繰
越額に係
る繰越し
を要する
たな卸資
産の購入
限度額

説  明
翌 年 度
繰 越 額

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額

１ １
円 円 円 円 円 円

下水道事業
費用

営業費用 ストックマネジメ
ント計画策定委託

26,799,000 0 26,799,000 26,799,000 0 0

１ １
下水道事業
費用

営業費用 構築物除却費 2,218,000 0 1,823,000 1,823,000 395,000

１ １
下水道事業
費用

営業費用 汚水管撤去工事 15,573,000 0 2,000,000 2,000,000 13,573,000

適正な工期を確
保するため

0

適正な工期を確
保するため

関連する工事が
繰越しとな
ったため

0

報告第12号7頁



  地方公営企業法第２６条第２項ただし書の規定による事故繰越額

左の財源
内　　訳

下水道事業
収　　　益

不用額

翌年度繰
越額に係
る繰越し
を要する
たな卸資
産の購入
限度額

説  明
翌 年 度
繰 越 額

款 項 事業名 予算計上額 支払義務
発 生 額

１ ２
円 円 円 円 円 円

下水道事業
費用

営業外費用 道路整備受託工事 9,655,000 3,357,300 6,297,000 6,297,000 700

関連する工事が
繰越しとな
ったため

0
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